
〔科目名〕 

卒 業 研 究 

〔単位数〕 

４単位

〔科目区分〕 

卒業研究科目 

〔担当者〕 

横 手 一 彦

〔授業の方法〕 

演習 

〔研究テーマ〕  

 各自が研究テーマを設定する 

〔演習内容〕 

 各自が設定する課題に取り組む。受講生が相互に、また教員を加え、議論を重ね、調査活動を継続する。 

〔科目の到達目標〕 

 知恵と知識の伝承、積み重ね、実社会へ応用する具体相を検討する。先人に〈学び〉、同世代の努力に〈学

ぶ〉。大学卒業後においても、〈学ぶ〉という謙虚な姿勢を獲得することで、今後の生き方に積極的な意味を見出

す。 

〔ディプロマ・ポリシー（DP）との関係〕  

学部 学科 

DP1 DP2 DP3 DP4 DP1 DP2 DP3 

    〇

〔前提条件〕 

特になし

〔学修の課題、評価の方法〕（テスト、レポート等） 

学年末に卒業研究を提出 

〔教科書等〕 

教場で適宜、プリントなどを配布 

 各自が文献調査を行う 

 各自が関連資料を収集する 

〔実務経歴〕 

特になし 

授業スケジュール 

時期 テーマと内容 

第一回 春学期始め 

・受講にあたって 

・年間を通じての活動 

・研究するということ(科学的思考方法―人文科学) 

・卒業論文を書くということ(記述する) 



第二回 ・卒論構想の立案 1 意見交換 

・過去三年間を振り振り返る 大学を卒業する(学士)  

・進路 就職活動 大学進学 留学など 

・研究するということ(課題に対する人文科学の接近方法) 

第三回 ・卒論構想の立案 2 意見交換 

・大学生の自分 大学を卒業する自分 

・調査するということ 分析するということ 文字表現するということ 

・研究するということ(課題に対する人文科学の接近方法) 

第四回 ・卒論構想の立案 3 意見交換 

・卒業構想 目論見書の提出(テーマ.資料収集など) 

・年間計画 

第五回 

～ 

第一三回

・公的施設における調査活動(県立図書館.市立図書館.など) 

・私的な着想に基づく調査活動と踏査活動 

・文献調査  

・先行研究 先人に〈学ぶ〉 

・意見交換 

第一四回 ・中間報告(資料に基づく口頭発表) 

第一五回 春学期のまとめ 

・卒業論文目次の提出 

第一六回 秋学期始め 

・課題の提出と意見交換 

第一七回 ・提出課題の相互検討 

・卒論構想の組み立て直し 

第一八回 

～ 

第二五回

構想に基づく論文化(下書き作成) 

・公的施設における調査活動(県立図書館.市立図書館.など 継続) 

・私的な着想に基づく調査活動と踏査活動(継続) 

・文献調査  

・先行研究 先人に〈学ぶ〉 

・意見交換 

第二六回 

～ 

第二七回

構想に基づく論文化(仕上げ) 

第二八回

～ 

第二九回

卒業論文口頭発表 手直し 

第三〇

回 

卒業論文提出 


